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1　は　じ　め　に

近年，稲作をめぐる環境が一段と厳しくなり，生産性の

向上，コスト低減が強く求められている中で，湛水土壌中

直播栽培が省力化技術として注目されている〇

本栽培法の安定性の向上をはかるためには，出芽．苗立

の安定化とともに栽培条件と生育相の関係を明らかにし，

その総合化をはかることが必要である。筆者らはその一環

として，施肥と生育，収量の関係について，昭和60年と61

年に秋田農試本場で検討したので，その結果の概要を報告

する。

2　試　験　方　法

供試品種に早生種のアキヒカリを用い∴播種期は5月23

日とした。種子予措は線種，催芽後に乾籾重と同量のカル

パーをコーティングした。播軽量は10d当たり4砂であり，

播種法は4粂直播機による条楢で，条聞30C爪．播種深度は

1cmである。試験区の構成は表1に示した。

その他資材として10d当たり堆肥l t，珪カル150，熔

燐90鴎を併用した。なお，対照区として中苗機械移植を設

け5月23日に移植した。

表1試験区構成　　　　　　　　（N匂／10β）

試慧区 l l
基 肥

追　　　　　　 肥
計

2 葉期 4 葉期 助 穏
形成期

減 数
分裂期

1 6

1．5

1．5

1．5

1．5

1．5

1．5

2 9．5

2 6 1．5 2 11．0

3 6 1．5 2 11．0

4 4 1．5 2 7．5

5 4 1．5 2 9．0

6 4 1．5 2 9．0

7 4 1．5 1．5 2 10．5
8 ■ 6 活着期　 2 2 10．0

注．①　書印は中苗，⑧燐酸6，加里基肥6，
減数分裂期2申／10d。

3　試　験　結　果

日）試験期間中の気象の推移

60年は播種から6月末までは5月6半句と6月3半句が

低温であったほかは高目であった。7月上，中旬は低温で

多雨，少照となったが，7月下旬から9月上旬まで高軋

多照で推移した。生育は概ね順調な経過を示した。61年は

5月下旬が低温で．6月上旬は高目となったが．‘月末か

ら7月下旬まで低温，少吼　8月中旬以降は高温で推移し

た。生育は前年に比べやや遅れがみられた。

（2）施肥と生育

基肥窒素と生育の関係について図1に示した。各基肥窒

素とも共通追肥区の平均値で示したものである。
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図1　施肥と生育の推移

注．＝　　＝基肥窒素6匂　　●・…・・●基肥窒素4匂

0－－－0中苗移植

苗立数は虎当たり125本前後確保され，この範囲では基

肥窒素の影響は小さいものとみられた。苗立後の生育では

60年は草丈，茎数．集散とも基肥窒素による差は小さかっ

たが．61年は草丈，茎数とも7月中旬ころから基肥窒素6

匂がまさり，しかも過剰傾向にあった。直播と同日の中西

移植に比べ生育初期は草丈が小さく．集散も少ないが．梓

長は同等か長日，主将葉数は最大で0．5幸程度の滅蓋がみ

られた。また直播の最高分げっ期は中再移植に比べ遅れる

傾向にあった。出穂期は施肥による差は小さかった。

基肥窒素，追肥時期と生育の関係について図2に示した。

種数は60年には基肥窒素に関係なく，2葉期追肥の組合せ

で有効茎歩合が高く，穂数増となった。また幼穂形成期追
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肥の効果も基肥窒素も句でみられた。これに対し61年は基

肥窒素の影響が大きかったが，いずれも2彙期と幼穂形成

期追肥の効果がみられた。梓長は両年を通じ62～82cmの範

囲にあったが，2彙期あるいは幼穂形成期追肥の組合せで

伸長する傾向にあった。倒伏は全員削こ軽微であったが，基

肥窒素6毎で倒伏抵抗性がやや劣る傾向がみられた。
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図2　施肥と生育

は　施肥と収量

基肥窒素，湖巴時期と収量の関係について図3に示した。

玄米収量は60年では基肥窒素4匂がまさり，いずれも2彙

期追肥の効果が高く，また幼穂形成期追肥の効果もみられ

た○これに対し61年は基肥窒素6句がまさり．追肥効果は

基肥窒素4句で認められ，特に2彙期と幼穂形成期の組合

せでは基肥窒素6匂並の玄米収量が得られた。玄米千位垂

は両年とも基肥窒素4如がまさり，追肥により高まる傾向
がみられた。

収量と穂数の関係について図4に示した。穂数は両年を

通じポ当たり480－610本の範囲にあったが，α当たり66
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図3　施肥と収量
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句の玄米収量はポ当たり穂敦490本以上で得られた。ボ当

たり穂数550本前後で玄米収量の変動幅が大きいが，稔数

の年次変動が小さく，玄米収量の比較的安定している施肥

は基肥窒素4句で2葉期と幼穂形成期追肥の組合せで得ら

れた。全粒数はポ当たり3．2－4．2万校の範囲にあり，〟

当たり細々の玄米収量は虎当たり3．8万拉以上で得られた。
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図4　穂数と収量

4　ま　　と　　め

湛水土壌中直播栽培の施肥と生育，収量の関係について

アキヒカリを用いて検討した。直播栽培の施肥は播種時期

とも関連するものと考えられるが，秋田県中央部の温度条

件〃ゝらみた播種期間は5月11日～23日ころまでの13日間で

ありわ，播種期と生育，収量の関係から，5月17日播き以

後で苗立ちが向上し，しかも播種時期の差も小さくなり，

安定収量が得られるめことから5月23日播きで検討したも

のである。本栽培法の生育，収量からみると，目標収量d

当たり的句を得るための生育目標は扉当たり穂数500－550

本，「穂拉致75～80位，虎当たり全粒数3．8－4．2万枚，

登熟歩合75％以上，玄米千枚垂21－22gとみられる。この

ための施肥は基肥窒素を中苗移植（基肥＋活着期追肥）の

30～50％滅とし，追肥は2彙期，4彙期．減数分裂期の組

合わせが基本となるものと考えられる。
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